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03 施工BIMの目的別ワークフロー
２．施工計画BIM

P138
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03 施工BIMの目的別ワークフロー
２．施工計画BIM

P138
P139

■施工計画BIMのワークフロー

冊子で紹介している項目には章・ページ番号を併記
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各ページの読み方
■ ワークフローと実施事項を確認

■工事別のワークフロー ■実施のための準備事項

活用目的とメリット

準備するモデル

活用の手順

留意点

関係者ごとの実施事項

P140



4

１.準備工事
■ 近隣説明や敷地関連の施工検討における活用例

P140
P141
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１.準備工事
■ 近隣説明や敷地関連の施工検討における活用例

P140
P141

周辺敷地も含めた施工ステップモデルを作成することで、
各種説明資料として活用する
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２.仮設工事
■ 総合仮設計画の立案･届出、リース会社との連携方法

P144
P145
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２.仮設工事
■ 総合仮設計画の立案･届出、リース会社との連携方法

P144
P145

敷地地盤のレベルを反映したBIMモデルを作成することで
申請届出でも活用可能な施工検討を実現
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２.仮設工事
■ 総合仮設計画の立案･届出、リース会社との連携方法

P146
P147
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２.仮設工事
■ 総合仮設計画の立案･届出、リース会社との連携方法

P146
P147

一部の仮設足場リース会社では、元請とのBIM連携が
始まっている。
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０５参考資料 ３.ライブラリの事例
■ 日建連とクレーンメーカーが共同で標準化、公開

P248
P249
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０５参考資料 ３.ライブラリの事例
■ 日建連とクレーンメーカーが共同で標準化、公開

P248
P249

BLCJ・クレーンメーカーと共同で、標準規格に則って
仮設向けの仕様を作成
※BLCJ(BIMライブラリ技術研究組合)：建築系のBIMオブジェクトの業
界標準化、整備を行っている国交省認可団体



12

０５参考資料 ３.ライブラリの事例
■ 日建連とクレーンメーカーが共同で標準化、公開

P248
P249

クレーンメーカーと共同で、標準的なクレーンオブジェク
トのサンプルモデルを作成、一部が先行公開済。

日建連HPから
サンプルオブジェクトと
仕様書・作成マニュアルを
近日公開予定
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６.ＲＣ躯体工事
■ 工区割りに応じた数量算出や納まり検討で活用

P154
P155
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６.ＲＣ躯体工事
■ 工区割りに応じた数量算出や納まり検討で活用

P154
P155

RC工事の施工計画では、任意の断面を確認できることと、
工区割りの数量積算ができることが最大のメリット。
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７.鉄骨工事
■ 鉄骨FABとも連携して建方ステップを確認、クレーン機種選定

P156
P157
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７.鉄骨工事
■ 鉄骨FABとも連携して建方ステップを確認、クレーン機種選定

P156
P157

鉄骨工事ではFABとのBIM連携が重要。節割りや二次部材など、
施工計画に必要な情報を使って建方検討やクレーン選定を実施。
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８.内装工事・外装工事
■ デジタルモックアップや施工進捗管理に活用

P158
P159
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８.内装工事・外装工事
■ デジタルモックアップや施工進捗管理に活用

P158
P159

デジタルモックアップ活用では、VRツール等の周辺技術が
活躍する。閲覧用のデータ作成、ツール連携がポイント。
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